
★ 会見事項

小山町定例記者会見

人の動き（令和 7 年 4 月１日現在）
４月

人 口 16,766 人 (前月比 △153 人 ）

世帯数 7,401 世帯（前月比 △62 世帯）

１ 令和６年度 小山町ふるさと納税実績について

２ 青山学院大学陸上競技部「走り方教室」の開催について

３ 小山町なんでも相談窓口について

４ 小山町消費生活相談窓口について

５ 町民向け金融リテラシーセミナーの開催について

６ ツアー・オブ・ジャパン 2025 富士山ステージの開催について

７ 土砂災害・水防に対する防災訓練の実施について

８ 第 3 回富士山須走五合目競走の開催について

令和 7 年 4 月 24 日（木）

企画総務部 地域振興課

◇次回の定例記者会見は

５月２８日（水）15：30 から 会場は本庁舎 ３０１会議室です。

1



小山町定例記者会見

令和７年 4 月２４日

令和６年度 小山町ふるさと納税実績について

（小山町企画政策課）

１ 概要

令和６年度のふるさと納税については、寄付件数が前年度比 259.6％と、

大幅に増加しました。多くの皆さまにご寄附いただき感謝申し上げます。

寄附金は寄附者の方が選択した使い道に応じて活用します。

令和６年度の実績と使い道は以下の通りです。

２ 内容

l 令和６年度ふるさと納税実績

寄附総件数：42,928 件（令和５年度：16,538 件、前年度比 259.6％）

寄附金総額：970,695,358 円（令和５年度：521,711,500 円、前年度比

186.1％）

返礼品数/事業所数

返礼品数：875 品 ※令和７年 4 月 16 日時点

事業所数：58 事業所 ※令和７年 4 月 16 日時点

l ふるさと納税の使い道

【総合計画推進基金】

・出産祝給付金

・地域産業立地事業費補助金

・温水プール基本計画等 他

【教育振興基金】

・小中学校デジタル学習環境整備（タブレット更新等）

・給食費無償化（町内こども園、小中学校給食費）

・町営学習塾運営 他

資料１

【問い合わせ先】

企画政策課 企画班

電話 0550-76-6133
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小山町定例記者会見

令和７年４月２４日

青山学院大学陸上競技部「走り方教室」の開催について

（小山町生涯学習課）

１ 概要

５月２日から５月６日にかけて青山学院大学陸上競技部が小山町内で合宿を行

います。この期間中に小学４年生から高校３年生を対象に地域貢献活動の一環と

して「走り方教室」を実施していただきます。走り方のコツや楽しさなどを学生

やコーチから直接教えていただきます。ご興味のある方は是非ご参加ください。

なお、小山町出身の青山学院大学陸上競技部ОＢの下田裕太さんも講師として

参加します。

２ 内容

日 時：令和７年５月５日（月・祝）13：30～14：30（受付：13：00～）

場 所：小山町多目的広場（雨天の場合：小山町総合体育館）

講 師：青山学院大学陸上競技部 学生及びコーチ

対 象：小学４年生から高校３年生

申込み：４月２５日（金）までに申込フォームから

その他：参加される方は運動のできる服装でお越しください。

飲料水及び室内履きをお持ちください。

※室内履きは体育館で実施する場合に使用します。

各自の判断で着替えを用意してください。

保護者の方や一般の方の観覧も可能です。

【問い合わせ先】

生涯学習課 生涯学習班

電話 0550-76-5722

資料２
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小山町定例記者会見

令和 7 年 4 月 24 日

小山町なんでも相談窓口について

（小山町くらし環境課）

１ 概要

小山町では役所のワンストップサービスとして、「なんでも相談」総合相談

窓口を設けています。

２ 内容

なんでも相談（総合相談）では住民の「どこに相談したらいいか分からないが困

っている」の声に耳を傾けなんでも相談の一か所に相談すれば、役場内の関係部署

と連携し、ワンストップサービスで対応しています。

令和６年度の実績件数

・相談件数７８件

・相談者数７９名

騒音、異臭、庭木トラブルなど近隣に関する相談が最も多くなっています。

次いで、行政手続きや町への要望など、行政に関する相談、家族、相続に関する

相談となっていますが、これらを包括するような総合的な相談も多く、社会情勢や

家族形態の変化により、内容が複雑化している状況です。

複雑化する相談に対応するために、なんでも相談窓口に担当課の職員が同席する

など、関係部署との連携をより密にするとともに、ワンストップサービス機能を高

めています。

【問い合わせ先】

くらし環境課

電話 0550-76-6130

主な相談内容 件数 備考

近隣 21 近隣関係、庭木トラブル等

行政関係 17
町への要望、各課への問い合わせ

官公庁への手続き等

相続 7 相続関係等

その他 33 家族、離婚、金銭貸借、借地等

資料３
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小山町定例記者会見

令和 7 年 4 月 24 日

小山町消費生活相談窓口について

（小山町くらし環境課）

１ 概要

令和６年度の消費生活相談実績件数は 167 件で、昨年度の 142 件より 25 件

増えコロナ禍以前の件数に近づいてきました。販売購入形態は電話勧誘販売、

通信販売、訪問販売が上位を占めています。

２ 内容

令和 6 年度消費生活相談実績件数

・相談件数１６７件

令和６年度の傾向を相談内容別に見ると、インターネット通販による定期購入、

ネガティブオプション（おくりつけ商法）が目立ちました。また電話勧誘販売、訪

問販売では高齢者宅への給湯器の契約に関する相談が多数ありました。

今後、１８歳で成人となり契約が可能となった高校生や、訪問販売の勧誘を受け

る高齢者等、幅広い年齢層へ勧誘・契約トラブルの増加が予想されます。

消費生活相談事業を周知し、多岐にわたる相談に対し適切な処置・対処ができる

ように、相談者への助言などを行っていきます。

【問い合わせ先】

くらし環境課

電話 0550-76-6130

主な相談内容 件数 備考

電話勧誘販売 ４６ 電話勧誘での販売によるトラブル等

通信販売 ２９ インターネットでの販売によるトラブル等

訪問販売 １９ 業者による自宅訪問での販売等

その他 ７３ 迷惑メールやマルチ商法、送付け商法等

資料４
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小山町定例記者会見

令和 7 年 4 月 24 日

町民向け金融リテラシーセミナーの開催について

（小山町企画政策課）

１ 概要

町では SDGs の一環として、町民の金融リテラシー向上を目的に、年間を通して毎

月 1 回お金に関する様々なテーマを取りあげたセミナーを開催しています。

金融リテラシーとはお金や経済に関するあらゆる情報を適切に理解し、その上で

自分に必要な商品やサービスを判断できる力のことです。知識があるだけでなく情

報収集力や理解力、判断力を含めて総合的に「見極められる力」がある状態を指し

ます。

町民のリテラシー向上により金融トラブルや投資詐欺から身を守る効果も期待し

ています。

また 5 月より 6 ヶ月間にわたり、より身近なテーマである年金制度、社会保障制

度、相続や贈与、終活について取り上げていきます。

小山町は、こども家庭庁が推進する「こどもまんなかアクション」に賛同する取

り組みとして,本セミナーにて託児サービスを導入しています。

２ 内容

セミナー名称 お金と人生のライフデザイン講座 年金制度の基礎知識Ⅰ

（1）日時 令和 7 年 5 月 22 日（木）午後 2 時～午後 3 時

（2）会場 小山町総合文化会館 2 階会議室

（3）内容 将来が漠然と不安だという声もありますが、ぜひ、その不安を解消

するためにも年金の制度について正しく知ることも必要です。年金

について知って、不安解消の一歩を踏み出しましょう。

（4）今後のスケジュール、内容については小山町ホームページでおしらせします。

【問い合わせ先】

企画政策課

電話 0550-76-6133

資料５
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小山町定例記者会見

令和 7 年 4 月 24 日

ツアー・オブ・ジャパン 2025 富士山ステージの開催について

（小山町 商工観光課）

１ 概要

ツアー・オブ・ジャパン富士山ステージ実行委員会は、東京 2020 オリンピック・パラ

リンピック競技大会のレガシーを継承し、小山町の知名度の向上、観光振興及び地域活

性化を目的として、令和 7 年 5 月 23 日（金）に UCI 公認の国際自転車ロードレース

『ツアー・オブ・ジャパン 2025 富士山ステージ』を開催します。

２ 内容

ツアー・オブ・ジャパン 2025 大会は国内外から全 16 チームが参加します。

レースは 8 日間連戦で行われ、大会 6 日目に小山町で富士山ステージを開催し

ます。

・第 1 ステージ：5/18（日）堺ステージ

・第 2 ステージ：5/19（月）京都ステージ

・第 3 ステージ：5/20（火）いなべステージ

・第 4 ステージ：5/21（水）美濃ステージ

・第 5 ステージ：5/22（木）信州飯田ステージ

・第 6 ステージ：5/23（金）富士山ステージ

・第 7 ステージ：5/24（土）相模原ステージ

・第 8 ステージ：5/25（日）東京ステージ

３ 富士山ステージ概要

日 程：令和 7 年 5 月 23 日（金）10：30 スタート

レ ー ス：選手は富士スピードウェイ西ゲートをスタートし、東京オリン

ピック・パラリンピックタイムトライアルコースの一部を周回した

後、須走市街地を通り富士山須走口五合目のゴールを目指します。

おもてなし：観戦会場を隣接する富士モータースポーツフォレストに設置し、

ビジョンカーやおもてなしブースなどで大会を盛り上げます。

【問い合わせ先】

商工観光課 商工観光班

電話 0550-76-6114

資料６
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小山町定例記者会見

令和 7 年 4 月 24 日

土砂災害・水防に対する防災訓練の実施について

（小山町危機管理局）

１ 概要

６月は「土砂災害防止月間」です。今回は、小山高校を指定避難所とする区をモ

デル地区とした「住民避難訓練」と、水防技術を習得する「水防訓練」を実施しま

す。

２ 内容

住民避難訓練（モデル地区訓練）

（１）日 時 ５月 24 日（土）18：30～20：00

（２）場 所 小山高校体育館

（３）内 容 住民避難訓練、避難所研修、防災講話

（４）対 象 宿区、新柴区、桑木区の住民 約 80 名

水防訓練

（１）日 時 ５月 31 日（土）9：00～11：30

（２）場 所 須走総合グラウンド

（３）内 容 土のう積工法実習、無線機操作、ロープ結索等

（４）対 象 自主防災会、消防団、防災士連絡会 100 人程度

３ その他

モデル地区以外の自主防災会は、期間中（５月～６月）に各区の計画で地区別

訓練を実施します。

【問い合わせ先】

危機管理局

電話 0550-76-5715

資料７
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小山町定例記者会見

令和 7 年 4 月 24 日

第 3 回富士山須走五合目競走の開催について

（小山町 商工観光課）

１ 概要

富士山須走五合目競走実行委員会は、須走地域の認知度を高めると共にトレ

ーニングを目的とする競技者を始め、ランニング愛好者の来訪を日常的に促す

ことで、スポーツの振興と地域の活性化を図ることを目的として、令和 7 年 6

月 8 日（日）に第 3 回富士山須走五合目競走を開催します。

２ 内容

第 3 回富士山須走五合目競走は、ふじあざみラインの 0ｋｍポストから富士山

須走口五合目までをコースとしたランニングレースで、登りの部と往復の部の 2

種目で開催します。

３ 富士山ステージ概要

日 程：令和 7 年 6 月 8 日（日）

コース：ふじあざみライン（0km ポストから富士山須走口五合目間）

種 目：登りの部（11.8km）富士山須走口五合目ゴール 参加料 10,000 円

往復の部（23.6km）富士山須走口五合目折り返し 参加料 12,000 円

募集定員：約 600 人

募集期間：令和 6 年 11 月 22 日（金）～令和 7 年 5 月 8 日（木）

４ タイムスケジュール

５ 賑わい創出事業

① 須走地区飲食店で使えるお食事券の配布

・1 人当たり 500 円の割引券を参加者に事前配布

② ゲストランナー及び大学陸上競技部の招聘

内 容 時 間 備 考

受付開始 7:30

往復の部①スタート 9:20
参加人数によりウェーブ

スタート
往復の部②スタート 9:40

登りの部①スタート 10:00

登りの部②スタート 10:20

登りの部③スタート 10:50

時間制限 13:00
コース上のランナーを

回収開始

表彰式 14:00

資料８

【問い合わせ先】

商工観光課 商工観光班

電話 0550-76-611411


